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新県庁舎建設の経緯
　現県庁舎は、（昭和）年２月に竣工し、以降年が経過。
老朽化や執務スペースの狭隘化に加え、大地震発生時に災害対策
の中枢拠点として十分に機能が発揮できる耐震性がないことが危
惧されていた。
　そのため、平成年から再整備に関する検討を開始し、令和元
年に新県庁舎建設工事に着手。その後、約４年の歳月を経て、竣
工を迎えた。整備にあたっては、有識者をはじめ多くの方々から
意見を聴取している。

３つの基本方針に基づく新県庁舎整備
　新県庁舎づくりにあたり、求められる、備えるべき機能や敷地
利用の考え方など、新県庁舎のあるべき姿を示す基本方針「県民
の暮らしを守る」、「地域の魅力を発信する」、「環境負荷やラ
イフサイクルコストを低減させる」が掲げられた（次ページ参照）。

建築計画
　建築計画は、機能別に外構計画、行政棟計画、議会棟計画から
なる。
　外構計画は、「一体的で調和の取れた建物配置」、「県民に親
しまれる緑豊かな空間・公園」、「来庁者にやさしい動線計画」
の三つを基本的な考え方としている。

　具体的には、行政棟正面玄関前のアプローチに並木を配置し、
行政棟と公園の一体性の取れた景観を創出。
　公園や来庁者駐車場は植栽、街路樹の整備などにより緑豊かな
空間を形成。散策も可能な歩道を敷地周囲等に設置し、県庁敷地
を憩いの空間としても利用できるようにしている。公園は多様な
イベント開催を可能とした芝生広場に加え、災害時対応としての
ヘリポートなどを整備。

　正面玄関は１階とし、バリアフリーに配慮するとともに、わか
りやすい案内や誘導施設を整備。一般車、バス、タクシー、公用
車の通行エリアと歩行者の歩行動線を整理し、安全性を確保。ま
た、バス停や車いす用駐車場などから庁舎への移動に際して、雨
に濡れないよう建物前にひさしを設置している。

　新県庁舎の建物は行政棟と議会棟で構成。外観をシンプルにす
る一方で、内部には充実した機能と特徴を備える。岐阜県の魅力
を発信するため、外壁に県産タイル、内装にヒノキをはじめとす
る県産材や美濃和紙を活用している。

　行政棟は、低層部にエントランスホール（１階）、受付（１階）、
ギャラリー（１階）、ミナモホール（１階）、保育所（１階）、
食堂（２階）、銀行（２階）、郵便局（３階）といった、来庁者
も利用する施設を配置。

　４階から上階は、主にオープンフロア形式の執務室となる。５
階には災害対策本部スペースと災害情報集約センター、６階には
知事・副知事室や会議・応接室、階には清流ロビー、屋上にヘ
リポートを備える。

　議会棟は、１階にエントランスホール、２階に情報コーナー、
図書室を設置。３階に議員控室や大会議室、４階に委員会室、５
階に議場、手話通訳室、６階に傍聴席、親子傍聴室を設けている。

　障害の有無、年齢、性差に関わらず誰もが安心して来庁できる
よう様々な機能を備えたユニバーサルトイレを各フロア１カ所以
上設置するとともに、男性も利用可能な授乳室が設置されている。

　岐阜県が進めてきた新県庁舎建設（県庁舎
再整備）事業が、完成した。今後は県民のか
けがえのない新たな財産として、心に刻まれ、
長く親しまれることだろう。設計は日建設計
・大建設計・岬建築事務所、施工は前田建
設・大日本土木・ＴＳＵＣＨＩＹＡ・岐建
らが担当した。
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
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
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迎
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
県
議
会
並
び
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
関
係
者
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す


　
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
で

大
き
な
事

故
も
な
く

こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
も

設
計
・
施
工
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
工

事
関
係
者
の
方
々
の
お
陰
で
あ
る
と

御
礼
申

し
上
げ
ま
す


　
新
県
庁
舎
は

外
装
を
比
較
的
シ
ン
プ
ル
な

も
の
と
す
る
一
方
﹁
県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
﹂

﹁
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
﹂

﹁
環
境
負
荷

や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る
﹂

の
三
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き

充
実
し
た
機

能
と
特
徴
を
備
え
て
い
ま
す


　
新
県
庁
舎
の
移
転
は
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
庁
舎
に
備
え
た
機

能
と
特
徴
を
最
大
限
活
用
し

一
段
と
質
の
高

い
行
政
サ

ビ
ス
を
県
民
の
皆
様
に
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
く
新
た
な
県
政
の
ス
タ

ト
で
す


　
新
県
庁
舎
は
外
装
に
タ
イ
ル

内
装
に
ヒ
ノ

キ

美
濃
和
紙
を
は
じ
め
と
す
る
県
産
材
・
県

産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
て
お
り
ま
す

県

民
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き

岐
阜
の
幅
広
い
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思

て
お
り
ま
す


　
今
後

新
県
庁
舎
が

県
民
の
皆
様
に
愛
さ

れ

親
し
ま
れ

末
永
く
ご
活
用
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

　

　
こ
の
た
び

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
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
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迎
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
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
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
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
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
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
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
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﹁
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﹂
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県民のかけがえのない新たな財産
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５
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
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
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
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
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
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
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０
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
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す
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︵
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
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
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

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
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コ
ス
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を
低
減
さ
せ
る

　
断
熱
・
遮
へ
い
性
能
に
優
れ
た
窓
ガ
ラ

ス
の
導
入
や

屋
内
外
の
温
度
差
を
利
用

し
た
室
内
換
気
に
よ
り

エ
ネ
ル
ギ

使

用
量
の
低
減
を
図
る

豊
富
な
地
下
水
を

雑
用
水
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
や

雨
水

を
植
栽
散
水
に
用
い
る
こ
と
な
ど

水
資

源
を
有
効
に
活
用

エ
ネ
ル
ギ

使
用
状

況
を
管
理
・
分
析
し

効
率
的
な
設
備
運

転
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行
う
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エ
ネ
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ギ

管
理
シ
ス
テ
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︵
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
︶
を
導
入
す
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

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

長
寿
命
型
蓄
電
池
を
導

入
し
た
り

設
備
の
維
持
管
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ス
ペ

ス

を
十
分
確
保
し
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適
切
に
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守
し
た
り
す

る
こ
と
で

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

低
減
・
長
寿
命
化
に
つ
な
げ
る

外
壁
に
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耐
久
性
の
あ
る
Ｐ
Ｃ
パ
ネ
ル
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乾
式
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工
に
よ
る
タ
イ
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を
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用
す
る


　
空
調
・
給
湯
に
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い
日
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う
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域
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光
発
電


年
間
を
通
じ
て
温
度
の
安
定
し
た
地
中
熱

・
太
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を
有
効
活
用
す
る


　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
積
み
上
げ
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

建
築
環
境
総
合
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
︵
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
︶で
最
高
位﹁
Ｓ
ラ
ン
ク
﹂

建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ

性
能
表
示
制
度

︵
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
︶
で
﹁
四
つ
星
﹂
の
取
得
し

て
い
る


◇場　　所岐阜市薮田南地内
◇敷地面積万，㎡（公園等含む）
◇事　業　主岐阜県
◇設　　計日建・大建・岬設計共同体
◇施　　工（行政棟）前田・大日本・ＴＳＵＣＨ

ＩＹＡ・岐建特定建設工事共同企業体、
（議会棟）大日本・ＴＳＵＣＨＩＹＡ
・岐建・青協特定建設工事共同企業体
ほか

清流ロビー

災害対策本部

議会棟・エントランスホール

議会運営委員会室

行
政
棟
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ル

◆構造／Ｓ造、免震
構造（一部耐震）◆
基礎構造／既製コン
クリート杭◆建築面
積／，㎡◆延べ
床面積／６万，
㎡◆階数／階、塔
屋２階◆高さ／
ｍ（鉄塔除く）

ミナモホール

ぎ
ふ
結
︵
ゆ
い
︶
の
も
り

公用車車庫

道
路

議
場

情報コーナー

◆構造／Ｓ造、耐震
構造◆基礎構造／既
製コンクリート杭◆
建築面積／，㎡
◆延べ床面積／１万
，㎡◆階数／６
階◆高さ／ｍ

議会傍聴席

屋外トイレ


